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例

1 本書は飯綱町が国庫補助金を受けて、平成25、26、27年度に実施した町内遺跡詳細分布調査の報告書

である。

2 調査は飯綱町教育委員会が主体となり、これまで詳細分布調査が行われていなかった旧三水村地区を

中心に実施した。

3 分布図の作成にあたっては『牟礼村遺跡詳細分布調査報告書Jに掲載されたものに、今回の調査によっ

て確認した遺跡を加えて作成したものである。なお、牟礼村分の一部遺跡では試掘の結果から範囲を修

正している。

4 遺跡の範囲は遺物の散布状況、地形、過去の出土情報などによって決定したものである。新たな遺物

の発見や情報によっては、これらの一部に修正が加えられることもある。また、本書に掲載されていな

い新遺跡が発見登録されることも予想されるので、最新の情報は教育委員会までお問い合わせいただき

たい。

5 遺跡名は基本的に小字名をつけた。小字名は飯綱町公図によった。小字の読み方については『長野牒

町村字地名大鑑』（滝津主税編1987）を参考にした。同じ小字名のあるものについては地区名や方位を

加えて区別した。これまでの遺跡名はできるだけ尊重したが、明らかな間違いや混乱を生じているもの

については改名した。

6 立地については長野県作成の地形分類図（5万分の l：戸隠・中野） (2005）を参考にした。

7 報告に使用した地図は飯綱町の調整した縮尺10,000のlの図である。

8 区画割は国土地理院の新測量法による世界測地系・平面直角座標系第8系X座標81000.000m、Y座

標－24000. OOOmを基準とし、 X軸方向2400m、Y軸方向1600m幅に区画したものである。

9 本書の編集は小柳義男がおこなった。分布図および区画図の作成は富岡鹿子が分担した。

10 本調査で作成された調査カード、採集された遺物は飯綱町教育委員会が保管している。

（！日牟礼村分の調査カード、採集遺物も飯綱町教育委員会が保管している）

11 本調査にあたり長野県教育委員会及び大竹憲昭、龍野正道、田中暁穂、富樫均、永野稲雄の各氏にご

指導、ご教示いただいた。踏査中には各所で町民の皆様にご協力いただいた。また下記の皆様には、ご

所蔵の遺物をご提供いただいた。ともども記して感謝申し上げる。

小山啓作、高野利昭（故高野誠収集遺物）、龍野正道、寺島義一、戸谷今朝登、松橋孝治、三ツ井朗

宮本邦男、柳沢まち子（敬称略）。
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第1章調査の経過

I 経過概要

平成17年、旧牟礼村、旧三水村の合併により飯綱町が誕生したが、遺跡分布図については、旧村のもの

をそのままイ吏用している1犬況であった。

旧牟礼村分の遺跡分布図は、国庫補助金を受けて平成9年度～11年度の3か年間の遺跡詳細分布調査に

よって作成された。調査前73か所（『牟礼村誌』）であった遺跡が、新規発見を加え113か所確認され、そ

れぞれの遺跡の範囲も明示された（『牟礼村遺跡詳細分布調査報告書.D。

旧三水村分の遺跡分布図（31遺跡）は、昭和52年（1977）に作成されたものを使用してきた。この分布

図は、昭和49年（1974）に長野県によって実施された分布調査により作成された『関越自動車道上越線建

設予定地内埋蔵文化財緊急分布調査報告書』中の「三水村遺跡分布図」（32遺跡）によるところが大きい（『長

野県史』には38遺跡が掲載されているが、現用の遺跡分布図には反映されてこなかった）。

町内の両地区で、遺跡数に大きな差が生じているのは、旧三水地区で詳細分布調査が実施されていないこ

とに起因していることは明らかであった。このため、飯綱町教育委員会では町内の埋蔵文化財包蔵地の分

布を把握し、遺跡地図を作成して、埋蔵文化財周知の徹底を図るため、平成25年度～27年度の 3年間、国

庫補助金を受けて旧三水地区を中心に遺跡詳細分布調査を行った。以下、各年度の経過概要である。

平成25年度

事業内容 町内の埋蔵文化財情報の収集、伝世資料の整理・資料化、普光寺・芋川地区の現地踏査・

表面採集および収集遺物の整理（洗浄・記録等）

平成26年度

事業内容倉井・赤塩・東柏原・川谷地区の現地踏査・表面採集および収集遺物の整理（洗浄・記録

等）。その後、三水地区の再調査（現地調査・表面採集）。 町内の埋蔵文化財’情報の収集、

伝世資料の整理・資料化

平成27年度

事業内容全町域の現地調査、包蔵地範囲確定、報告書・遺跡地図の発行

2 調査組織

調査団長

調査員

作業員

小柳義男（いいづな歴史ふれあい館長）

横山かよ子

富岡鹿子、鈴木千秋（～27年3月31日）、富津美奈（27年4月21日～）
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教育委員会事務局教育長寺島政次

教育次長早川ひき子

生涯学習係係長宮本格満（～26年3月31日）

同 土屋正康（26年4月1日～）

主幹小山丈夫（調査主任）

主査大川明美（～27年9月30日）

同 黒岩潤也（25年4月l日～27年3月30日）

主任丸山裕史（～27年9月30日）

岡 高橋尚太（27年10月1日～）

3 調査方法

現地調査の前に、現用の遺跡分布図のほか、『信濃史料』、『長野県史』等の地名表、『文化庁全国遺跡地

図（長野県）』、『三水村誌』、『三水村の文化財』等から遺跡の情報収集にあたった。

現地調査は、目視による表面採集を基本とした。春・秋と季節を変えて地区内を 2度以上踏査した。旧

三水地区内全域の踏査をめざしたが、山林、荒地、果樹園など目視では十分確認ができなかった場所があ

る。

表面採集にあたっては平成4年作成の「三水村基本図（2,500分の 1）」に採集地点を記入し、順次（採

集）番号を付したカードを作成した。小字名は「三水村基本図（2,500分の 1）」に記入した地点を、後目、

飯綱町公園によって確認した。

l年目は刊行物からの遺跡の情報収集や既出遺物の確認をし、普光寺、芋川地区を中心に分布調査を実

施した。

2年目は倉井、赤塩地区の分布調査を実施し、全域の踏査をすませた。同年秋には、遺物を採集できた

地点を中心に二度目の踏査をして遺跡の広がりを把握することに努めた。

3年目は、遺物の出土地点や地形等から遺跡の範囲を決め、現地で地図と照らし合わせて確認した。不

明瞭な部分については分布調査を含めた現地踏査をくりかえした。

調査カードは423枚（地点）になったが、洗浄の結果、石であったり近現代の陶器・瓦であったりして

除外したものがあって348枚となった。さらに近接する場所を統合したり、少量の極小遺物の出土地につ

いては記録にとどめることにしたりしたので、本報告書には三水地区分として96遺跡を記載した（現用の

遺跡分布図では31遺跡）。

牟礼地区についても、『牟礼村遺跡詳細分布調査報告書』の刊行後、新たな情報や発掘（試掘）調査・

工事立ち合い等を実施してきており、その結果をもとに遺跡の増（新規発見： 3遺跡）減 (1遺跡）、範

囲の拡大（2遺跡）縮小（8遺跡）をはかった。

以上の経過から、本報告書には飯網町全域の211遺跡を掲載した。
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第3章 遺跡一覧表

1 遺跡一覧表

遺跡 地図
！日 縄 弥 古 奈 平 中近

番号 番号
遺跡名 種別 所在地 立地 石 参考文献・備考

器 文 生 墳 良 安 世 世

1 10 清Lみ水ず久〈保Iま遺跡 散 古町字清水久保 火山麓 。 。 1995年開査

2 10 管詰遺跡 散 。字宮i甫 火山麓。。 。。57, 60 1995年調査

3 
10 に西し樽たるが川わ遺跡 散 。字西樽川 火山麓。。 57 1995年調査
20 

4 20 ふ古るま町ち上うえののや山ま遺跡 集 。字上の山 火山麓 。。11, 19 上の山遺跡とも

5 20 石原遺跡 散 。字石原 火山麓 。 11. 19 

6 20 下しもむ向けや山ま遺跡 散 。字下向山 火山箆 。。。。 11, 19,57 

7 
11 

越巻遺跡 散 。字越巻 平地 。
21 

8 20 蟹がには原ら遺跡 散 柳星字蟹原 火山麓 。 11,19 

9 20 お大おい岩わ遺跡 散 。字大岩 火山麓 。 。 11 19 

10 20 緩急長議議遺跡、 散 。字屋敷添 火山麓 。。
11 20 み道ちう上え遺跡 散 。字道上 火山麓 。
12 20 "m＂遺跡 散 。字南 火山麓 。 11,19 

13 20 横よζみ道ち遺跡 散 。字横道 火山麓 。 11,19 

14 20 イ中島遺跡 散 。字イ中島 正陵 。
15 21 右耳草寺遺跡 集 。字明専寺 正陵 。 35 1979年調査

16 
9.18 

筆7店主遺跡 散 川上字霊仙寺山 火山麓 。
19 

17 19 り霊ょうぜ仙ん寺Uいーちのの鳥とり居い跡 寺 。字霊仙寺山 火山麓 。。
18 18 だだづづままっ原ぱら遺跡 散 。字霊仙寺山 火山麓。。 60 

19 18 
つつじがは原ら

散 。字霊仙寺山 火山麓 。
つつじヶ遺跡

20 20 ~t産量遺跡 散 。字北屋敷 火山麓 。
21 20 官、遺跡 散 。字向 火山麓 。
22 20 つ築い地じ屋ゃ敷しき遺跡 居館 。字築地 正陵 。 。。40,64 1999年試掘

23 20 谷ゃ地ち遺跡 散 。字谷地 丘陵 。
24 20 な夏つか川わ屋や敷しきぞ添え遺跡 散 。字屋敷添 丘陵 。。
25 20 や虫む色や〈？ち 散 。字入蛇口 丘陵 。 。

人口遺跡

26 21 ち茶e磨うすや山ま遺跡 数 。字茶磨山 丘陵 。 。 11,19,35,65 1979年.1996 
年調査

27 21 "fし語遺跡 散 。字東窪 丘陵 。
28 28 ？住詰哀遺跡 散 。字前坂 丘陵 。
29 28 神じんで田ん沢ざわ遺跡 散 。字神田沢 山麓 。。
30 28 つ塚かののみ峰ね遺跡 塚 。字大窪 正陵

。
？ 

31 28 ま丸る守山主遺跡 集 高坂字丸山 火山主主 。 。 11, 12, 19 ,32 1977年調査

32 28 西原遺跡 散 。字西原 火山麓 。。
33 28 横ょこ前まえ遺跡 散 坂口字横前 山麓 。
34 28 か上みノのt向tiす遺跡 散 。字上ノ向 山麓 。 19 

Q
d
 

qυ 



遺跡 地図 旧縄 弥古 奈 平 中近

番号 番号
遺跡名 種別 所在地 立地 石 参考文献・備考

器 文 生 墳 良安 世世

35 28 甘ゐまい池け遺跡 散 。字甘池 山地 。。 。 11,19 

36 29 カかツつモもは原ら遺跡 散 袖之山字カツモ原 正陵 。 19,28b 

37 29 高山遺跡 散 。字高山 丘陵 。
38 29 ひ東がL久〈保ft遺跡 散 。字東久保 丘陵 。。。 19,57 

39 11 小ζ だ玉まい一ち塁りづ塚か跡 塚 小玉字一星塚 丘陵 。
40 11 な中かか川わ！い入り遺跡 散 。字中川入 平地 。 57 

41 11 古語遺跡 散 。字山袖 丘陵 。
42 11 下しもか川わい入り遺跡 散 。字下川入 平地 。
43 11 小ζ だ玉ま遺跡 集

。字西屋敷添、
平地 。 。 11,19,71 2000年.2013年調

仲田、牛垣、立石 査

44 11 飯いいづ塚か遺跡 散 。字飯塚 平地 。 。
45 11 か金ねつ付付場ば跡 その他 。字裏町 平地 。佐渡金山から輸送された金銀

荷の付けかえ場

46 11 む上よう知ちゃ山ま遺跡 散 。字寺屋敷 平地 。
47 11 II玉＞（林りん寺巴跡 寺 黒川字玉林寺 山地 。西黒川長谷寺の前身と伝承

48 
11.12 庚こうし申ん塔とう遺跡 散

黒川字庚申塔
平地 。

21.22 牟礼字裏町
。 11,14,19 2013年試掘

49 
21 は八ち幡まん社しマ遺跡 散 黒川字東土浮 平地 。
22 

。。。
50 

21 
賞主毒遺跡 散 。字京土i手 平地

22 
。。

51 21 殿とヤの屋グ予敷しラさか地関んれ連点ん遺跡 散 字広瀬 丘陵 。
52 21 や薬〈師し堂どう遺跡 数

。字返町
丘陵 。。79 2003年試掘 2014年調査

字薬師堂

53 21 前まえ回だ遺跡 集
。字北ノ台 丘．陵 。。 。。11,19,37 1980年調査
字前回字広瀬

54 21 最長議遺跡 散 。字殿屋敷 丘陵 。。19,66 矢筒城主の屋敷跡と
伝承

55 21 こ強わ清し水みず遺跡 散 。字強清水 丘陵 。 19 

56 21 猪Lノのは八ち遺跡 散 。字猪ノ人 丘陵 。
57 21 圭韓首遺跡 古墓 牟礼字五輪山 丘陵 。
58 22 ち長ょう者c~窪<fl遺跡 散 。字長者窪 丘陵 。屋敷跡と伝承

59 
11 裏うらま町ち遺跡 散

牟礼字裏町
平地。。 。。57 2003年・ 2004年試掘

12 小玉字裏町

60 22 矢やづ筒っ巴城ょう＇（＞館かた跡 城鎗 牟礼字城山 山地 。。。i9i9，年34·.1~sr年，4・9i鈎6~：，年63 ・， i鈎＇3l年'4 
調蚤 2010年調査 2013年試掘

61 22 宅舗遺跡 散 。字七割 丘陵 。 。。19 

官官遺跡

72,74 1999年試掘、 2005～

62 22 集 。字表町 丘陵 。 。。2007年調査
2009年調査 2013年試掘

63 12 韓議遺跡 集 。字橋詰 平地 。。。。。 ll,14,19,28b,43 2007年調査
栄町遺跡とも

64 22 ひ東がし前まえ坂さf泊、遺跡 散 。字京前坂 正陵 。 。 11,19 2014年試掘

65 22 ひ東がしば原ら遺跡 散 。字東原 丘陵 。。
66 22 品議霊遺跡 散 。字地蔵堂 丘陵 。
67 22 詰白3畠遺跡 散 。字西四ッ屋 丘陵 。。72 2004年調査

68 22 聖護遺跡 塚 。字本塚 丘陵
。
？ 

69 22 お大お日ひか影げ遺跡 散
豊野字大日影

丘陵 。 。
字宮下

70 
22 み宮守のの下した遺跡 散 。字宮の下 丘陵 。。
23 

19 

円
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遺跡 地図
旧縄 弥古 奈平 中近

番号 番号
遺跡名 種別 所 在地 立地 石 参考文献・備考

器文 生墳 良安 世 世

71 
22 お大お久〈保I!遺跡 散 。 字大久保 丘陵 。 。
23 

11, 19 ,57 

72 23 北きたノのは原ら西にし遺跡 散 。 字北ノ原 丘陵 。。 。 19 山道平遺跡（19）を含む
北ノ原遺跡とも

73 23 き北たノのは原らひ東がし遺跡 散 。字 。 丘陵 。
74 23 路う笛遺跡 散 。 字崎ノ山 丘陵 。
75 23 た谷に遺跡 散 。 字谷 平地 。 11,19 

76 23 あ穴なか観んの音ん遺跡 その他 。 字谷 山地 。洞窟内に五輪・宝医印塔・板

碑あり

77 23 I番まんじ匠よう窯跡群 窯 。 字番匠 丘陵 。 ll,19,28b,57 

78 23 tr向こうや山ま遺跡 散 。 字向山 丘陵 。
79 31 tr向ニうや山ま窯跡 窯 。 字向山 丘陵 。 28b,57 

80 23 な長が屋や地ち窯跡 窯 。 字長屋地 丘陵 。
81 22 三さんぽ本ん松まつ遺跡 塚 平出字行人塚 丘陵

0 7,53 1990年調査行人塚と
も

82 22 前まえた高か。山ま窯跡群 窯 牟礼字古山 丘陵 。 28b,46 1972年調査

83 22 ~tう来窯跡 窯 平出字針ノ木 丘陵 。 57 針ノ木l号とも

84 22 よ吉しノのさ沢わ窯跡群 窯 。 字吉ノ沢 丘陵 。 57 もと針ノ木2号を含む

85 22 吉よしノの沢さわ遺跡 散 。 字吉ノ沢 丘陵 。
86 22 上うえノの守山ま窯跡 窯 。 字上ノ山 正陵 。 53 1991年調査報告書は上

ノ山遺跡

87 22 上うえノのや山ま遺跡 散 。 字上ノ山 丘陵 。 。 53 1991年調査報告書は東
滞遺跡

88 23 委書窯跡 窯 。 字家岸 丘陵 。 19,61 1997年調査報告書
は家岸遺跡

89 23 か川わ傘流がれ遺跡 散 。 字川流 丘陵 。
90 23 八。ッつづ塚か窯跡 窯 。 字ノしy塚 丘陵 。 9,19,57 川流窯跡とも

91 
30 西にし浦うら北きた遺跡 華文

11,53 1990年調査報告書

31 
。 字西浦 正陵。。 。 は西浦遺跡

西浦、平出北を一括 2010試掘

92 
23 

覧請遺跡 散 。 字東浦 丘陵
31 

。 。 19,53 東浦A・Bを一括

93 31 z向，こ？I原！ら察跡 窯 。 字向原 丘陵 。 57 

94 22 室むろ飯いみ道ち窯跡 窯 。 字室飯道 丘陵 。 57 

95 
22 な中かな高かや山ま遺跡 散 。 字室飯道 。
30 

丘陵 24,25 

96 22 す持出遺跡 窯散
。 字明神山

丘陵 。 57 。 字長山腰

97 30 荏議官寺跡 寺 。 字上平出 丘陵 。77 

98 30 き経ょうづ塚か守山ま経塚 塚 。 字中ウネ 丘陵
。

28b ？ 

99 30 お大おえ榎のき遺跡 散 。 字大稜 丘陵 。
100 30 4長訟がや山ま腰ニι遺跡 散 。 字長山腰 正陵 。。
101 30 葡ぶ萄どうは原ら窯跡群 窯 。 字葡萄原 丘陵。 。 57 葡萄原遺跡とも

102 30 平ひらい出で清し水みず久〈保ぽ遺跡 散 。 字清水久保 正陵 。
103 30 小ニま丸るや山ま古墳 古墳 。 字西浦 正陵 。 11,19,57,64 

104 30 な長がや山ま遺跡 散 。 字長山 丘陵 。。 11,19 平出荷遺跡とも 青

野神社跡あり

105 
30 

西浦中遺跡 散 。 宇宙滞 丘陵
57 西浦窯跡、含む西浦C遺

31 
。 。

跡とも

106 30 泥どろノの木き遺跡 散 。 字泥ノ木 丘陵 。
寸
l
ム4
 



遺跡 地図 旧縄 弥古 奈平 中近

番号 番号
遺跡名 種別 所在地 立地 石 参考文献・備考

器文 生墳 良安 世 世

107 30 泥どるのの木き古墳 古墳 。 字泥ノ木 丘陵 。 57 

108 30 泥どろノの木き窯跡 窯 。 字泥ノ木 丘陵 。 57 

109 
30 皆詰h＊遺跡 散

。 字西浦
31 。 字泥ノ木

丘陵 。
llO 31 庚ニうし申んづ塚か古墳 古墳 。 字西浦 丘陵 。 19,33,55 1993年調査前方

後円墳飯綱町史跡

lll 30 鍛か治巴久〈保It古墳 古墳 。 字鍛冶久保 丘陵 。 19,27,55 

ll2 30 も醤とどり守山玄城跡 城館 。 字泥ノ木ほか 山地 。3,7,54,62,73 山頂部は長野
市分火山性の山地

113 22 ょっ屋。いち旦りづ塚か 塚
牟礼字西四ッ屋

丘陵四ッー 字東回、y屋
。飯綱町史跡

ll4 22 首鷲古遺跡 散 。 字前高山 丘陵。。
ll5 ll 鐘かなや山ま遺跡 集 普光寺字五輪塚 平地 。 。 21,45 1983年調査五輪塚

遺跡とも

ll6 ll か鐘な4山Pま西にし遺跡 散 。 字鐘山 丘陵。
ll7 ll 富ふ士じづ塚か 塚 。 字鐘山 丘陵 。7 

ll8 ll か鐘な守山ま北きた遺跡 散 。 字鐘山 丘陵 。
ll9 ll か川わい入り遺跡 集 。 字鐙山 丘陵 。 。 21 

120 ll 書発品突え長遺跡 散 。 字大久保 丘陵 。
121 12 に西しせ堰ぎぞ添い遺跡 散 。 字西堰添 丘陵 。
122 12 1客室子遺跡 集 。 字岩袋 平地 。。 。。21,44 

123 12 古城遺跡 集
。 字普知鳥

丘陵 。 。21,22,36,52 56 寺坂遺跡
字能回 とも

124 12 は原ら遺跡 集 。 宇宙原 丘陵 。 。 21,42 西原遺跡とも

125 12 長持賞展遺跡 散 。 字東原 丘陵 。 。 21 

126 12 た焚きあ荒らい遺跡 散 。 字焚荒 丘陵 。 。
127 12 飯いい綱ずな堂どう遺跡 散 。 字飯綱堂 丘陵 。
128 12 諏すわ訪のみ峯ね遺跡 散 。 字諏訪主義 丘陵。
129 12 華付厳ごんっ塚か 塚 。 字花厳坊 丘陵 。7 

130 12 掘lまりのう内ち居きよ館かん跡 居館
。 字塩ノ入

平地 。21,36 
宇久留馬

131 12 L菖.ろ蒲ぷ因，，遺跡 集 字菖蒲田 平地 。 。 21 

132 12 塩しおノの入いり遺跡 散 。 字塩ノ入 平地 。
133 12 越いち智こっ塚か 塚 。 字寺坂 丘陵 。 7＆子塚とも

134 12 書晃卓跡 寺 。 字前林 丘陵 。21,36 

135 12 前I京遺跡 散
。 字前林

丘陵 。 。 21 
字山ノ神

136 12 つ堤つみ上うえ遺跡 集 。 字堤上 丘陵 。
137 12 つ堤つみ上うえ北きた遺跡 散 。 字堤上 丘陵。
138 12 ふ量長i 塚 芋川字寺村 山地 。 7 

139 13 て寺ら村Itら遺跡 散 。 字寺村 山麓 。 。 ll,21 

140 13 等将官遺跡 散 。 字寺村 平地 。
141 13 ま町ち遺跡 集 。 字町 平地 。59 

142 13 田たな中か下し也土ど浮ぷ遺跡 集 。 字石臼 平地 。 。。70 2003年調査

143 13 量冨毒跡 寺 。 字中峰 平地 。7,36 飯山市慈鐙寺旧地

144 13 芋いもか川わ氏しや館かな跡 居館 。 字中峰前回
2,21,68,70,77 飯綱町史跡

平地 。 。。 2001年・ 2002年・ 2003年・
2009年調査
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遺跡 地図
旧縄 弥古 奈平 中近

番号 番号
遺跡名 種別 所在地 立地 石 参考文献－備考

器文 生 墳 良安 世世

145 13 土ど井い尻しり遺跡 散 。 宇土井尻 平地 。
146 13 荏産差議官跡 その他 倉井字宮平 山麓 。7 伝倉井神社旧地

147 13 ぜ膳ん棚だ必遺跡 散 芋川字膳棚 山麓 。
148 13 い今ま里ざと遺跡 散 。 字今呈 山麓 。
149 13 今いま皇ざとひ東がし遺跡 散 。 字今呈 山麓 。
150 13 五十苅遺跡 散 倉井字五十苅 正陵 。
151 13 え長遺跡 散 。 字久保 丘陵 。 。
152 13 み峯ね遺跡 散 。 字峯 丘陵 。。
153 13 み峯ねに西し遺跡 散 。 字峯 丘陵 。
154 13 浮石遺跡 散

。 字浮石
丘陵。 。

。 字梨ノ木

155 13 の覗ぞき遺跡 散 。 字覗 正陵 。
156 14 せ関き取とり場I!経塚 塚 。 字三ツ屋 丘陵 0 21 

？ 

157 14 下しもお沖き遺跡 散 。 字下沖 平地 。
158 14 下しも今ニんで回ん遺跡 散 赤塩字下今回 山麓 。
159 14 著者京遺跡 散 。 字岩清水 山麓 。
160 14 主言語遺跡 散 。 字上曽峰 山麓 。
161 14 か上み赤あか塩しお遺跡 集

。 字西原
11,18, 20, 21,26, 29, 31,36, 

。 字境峯
丘陵 。 51, 58 

1995年調釜赤塩遺跡とも

162 14 お大おに西しは原ら遺跡 散 。 字大西原 丘陵。 23,25 

163 
14 

出う箱遺跡 散 。 字山ノ神 正陵
15 

。 。
164 14 毛け見み遺跡 散 。 字毛見 平地 。 。 21 

165 14 お沖き遺跡 散 。字f中 山麓 。 。
166 14 毛iす見み北きた遺跡 散 。 字毛見 山麓 。
167 14 赤あか塩しお窯跡 窯 。 字泉平 山麓 。78 

168 14 毛け野の遺跡、 散 。 字毛野 山麓 。
169 14 毛け野のや館かた跡 居館 。 字中毛野 山麓 。
170 14 み妙ようし笑よう寺む跡 寺 。 字毛野 山麓 。7,36 長野市（長沼）紗笑寺

旧地

171 14 は林やしな中か遺跡 昔士 。 字林中 山麓 。 。
172 15 か川わ手て遺跡 散 。 字川手 丘陵 。
173 15 い泉ずみた平いら遺跡 散 。 字泉平 山麓 。 。
174 15 語長議遺跡 散 。 字癌屋敷 丘陵 。 21 

175 15 て寺らう浦ら遺跡 散 。 字寺浦 丘陵 。
176 15 て寺ら浦うら西にし遺跡 散 。 字寺滞 丘陵 。
177 15 伝でん黒〈ろ野の田た巳城ょう跡 城館 。 字黒ノ田 山地 。 7 

178 23 ぞ惣うみ峰ね遺跡 散 倉井字惣峰 丘陵。。
179 23 毒自話量最遺跡 散 。 字仲久保 丘陵 。。7,21 屋敷伝承地

180 23 中畑遺跡 散 。 字中畑 丘陵 。 21 

181 23 お大おは原ら西にし遺跡 散 。 字大原 丘陵 。
182 24 お大おは原ら遺跡 集 。 字大原 丘陵 。 。 11, 17,21,36 
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遺跡 地図 旧縄 弥古 奈平 中 近

番号 番号
遺跡名 種別 所在地 立地 石 参考文献・備考

器文 生墳 良安 世世

183 24 矢｛＇倉〈ら遺跡 散 。字矢倉 丘陵 。 。
184 24 さ桜〈ら井い屋ぞ敷しき遺跡 居室i官

倉井字桜畑
正陵 。。7,21 

川谷字桜田

185 24 ひとつ屋や
ーツ 遺跡 散 倉井字ーツ屋 丘陵 。 21 

186 5 た高か頂でき遺跡 散 普光守字寓頂 丘陵。。 。
187 5 た高かで頂き北きた遺跡 散 。宇高頂 丘陵。。 。
188 5 論ろん所じよさ境かいつ塚か 塚 。字論所 丘陵 。
189 5 下しも播はんノの木乙だ立ち遺跡 散 。字下播ノ木立 丘陵 。
190 5 二に巳十ゅうっ塚か 塚 芋川字廿塚 山地 。7,36 

191 5 審長遺跡 数
。字番屋

丘陵 。 。。字廿塚

192 5 罪史遺跡 散 。字赤冗 丘陵 。 21 

193 
5 

事免城跡 城館 。字町j甫 山地 。
6 

7,21 

194 6 昔話経塚 塚 。字町浦 山地
。

7,15 伝浄泉坊跡
？ 

195 6 き京ょうら洛〈遺跡 散 。字山ノ神 丘陵 。 。 21 

196 6 て天ん神Uん遺跡 散 。字京洛 山地 。 。 21 

197 6 寺てら久〈保rt経塚 塚 。字寺久保 山麓
。

7,36 経石塚とも
？ 

198 6 小お野の遺跡 集 。字小野 平地 。 。 11.21,29,75 1975年調変

199 6 御ご所しょ平びら遺跡 散 。字御所平 平地 。
200 6 品量手史遺跡 集 。字伊豆ケ入 山麓 。 。 2,4,5,6,8,11,12,21,26,36 

芋川遺跡とも

201 6 語、管城跡 城館 。字若宮ほか 山地 。1,2,7,21,50,73 飯綱町史跡

202 7 お扇おIi久〈保It遺跡 散 。字扇久保 平地 。 。
203 7 か上み今こんで回ん遺跡 集 赤塩字上今回 山麓 。 21 

204 7 つ堤つみ尻じ旬遺跡 散 。字堤尻 山地 。
205 7 て天ん沢さわ遺跡 散 。字堤尻 山地 。 21 

206 8 ひ東がしか柏しわば原ら遺跡 集 東柏原字原 丘陵 。 10,11,12,21,26,36 

207 8 毒菌学遺跡 数 。宇野田平 山麓 。
。字野田

208 8 野の田だ遺跡 散 。字野田平 山麓 。
。字宇登

209 3 い入り土ど橋l!L遺跡 散 芋川字入土橋 火山麓 。 21 

210 3 究主瀧賀遺跡 散 。字入土橋 山麓 。
211 26 れ霊いせ仙ん寺じゃ山ま境塚 塚 川上字霊仙寺山 火山麓 。
立地の項：「火山麓」は火山麓扇状地の略称。「山麓」は「山地Jの緩斜面（15°未満）をさす。「丘陵Jは台地・丘陵の略称。「平地」
は低平地の略称。

参考文献・備考欄の数字は第3章2の参考文献番号を示す。
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2 飯綱町詳細遺跡分布調査参考文献

1 信濃教育会上水内部会1922『上水内郡及長野市史料写真帖』

2 栗岩英治1933a「芋川雑記」日罰則第 I次2巻4号

3 栗岩英治1933b「警山及附近の探奮」『信濃』 I次2巻10号

4 神田五六1934「下高井の石器文化（2）」『信濃JI次3巻2号

5 神田五六1934「下高井の石器文化（3) J『信濃』 I次3巻9号

6 藤森栄一1935「石匙の或る断面」『考古学j6巻10号

7 長野鯨町村誌刊行会1936『長野牒町村誌北信編』 (1985郷土出版社復刻版による）

8 藤森栄－1943「北信濃縄文式文化資料J『古代文化J14巻3号

9 清水老猿（勝治） 1953「中郷村出土品に就いての小考察」（草稿）

10 小野勝年1953「下高井地方の石器時代」『下高井』長野県教委

11 信濃史料刊行会1956a『信濃史料』（第l巻上）

12 信濃史料刊行会1956b『信濃史料J（第 l巻下）

13 高岡村村誌編纂委員会1957『高岡村のあゆみ』

14 清水勝治ほか1960『中郷村史』

15 小沼英雄1966「かけ仏」『斑尾川流言』

16 文化財保護委員会1967『全国遺跡地図（長野県）』

17 小林字1969「遺跡探訪（3）上水内郡三水村大原遺跡」『長野』 28号

18 小林宇1970「遺跡探訪（4）上水内郡三水村赤塩遺跡」『長野J29号

19 長野県教委1971a『農業振興等開発地域埋蔵文化財緊急分布調査報告書一昭和45年度』

20 長野県教委197lb『長野県埋蔵文化財発掘調査要覧 (1)J 

21 長野県教委1975『関越自動車道上越線建設予定地域内埋蔵文化財緊急分布調査報告書J

22 広瀬忠好1975「長野県上水内郡三水村今回遺跡の有孔鍔付土器」『長野県考古学会誌J21 
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